
一般廃棄物処理基本計画「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」への御協力の御礼について【情報提供】 

 

１ 趣旨 

  横浜市では平成 23年 1月に「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」を策定し、ごみと資源の総量を令

和 7年度までに 10%削減の目標を掲げ、取り組んできました。令和５年度のごみと資源の総

量は、市民、事業者の皆様の御協力により、基準年度対比 12.2％の削減となり、目標を２

年前倒しで達成できました。厚く御礼申し上げます。 

  また、「ヨコハマ プラ 5.3計画（令和６年１月策定）」の主要取組であるプラスチック

ごみの分別・リサイクルの拡大は、10月から先行の９区で順調にスタートを切ることがで

きました。引き続き、来年４月の全市拡大に向けて御協力をお願いいたします。 

   

２ お願いしたいこと 

【区連長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

 

３ 令和５年度「ごみと資源の総量」の確定値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ プラスチックごみの分別拡大の実績（速報値）について（９区、10月４週間累積値（※１）） 

  開始から１か月の実績値は次のとおりです。ラップ、チャック付きポリ袋、ビニール袋

が燃やすごみに多く含まれています。これらはプラスチック資源となりますので分別をお

願いします。 

 
令和４年 10月 

（プラ 5.3計画基準年度） 
令和６年 10月 削減量 

 

市民１人あたり

の年間削減量※２ 

燃やすごみに含まれる 

プラスチック資源の量 
1,886ｔ/4週 1,295ｔ/4週 591t/4週 4.7kg/年・人 

※１ 同じ曜日回りで比較するため、10月１日～28日までの４週間の累積値としています。 

※２ プラ 5.3計画の目標を市民１人あたりに換算すると削減量 5.3kg/年 

 

          

市連会 1 1 月定例会説明資料 

令 和 ６ 年 1 1 月 1 2 日 
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R5 年度 12.2％削減 
（平成 21 年度対比） 

128 万 t 

その他プラス 

チック製品 

52.4％ 
プラ資源以外 

94.3％ 

ラップ 

28.0％ 

チャック付きポリ袋等 

19.6％ 

容器包装

3.8％ 

プラスチック 

製品１.９％ 

112 万 t 

資源循環局政策調整課 
担当 今井、木村、川邊 
電話 045-671-2503 /FAX 045-550-4239 
メール sj-seisaku@city.yokohama.lg.jp 

ごみと資源の総量の推移（【目標】H21 年度比で 10％削減） 

燃やすごみの内訳 プラスチック製品内訳 

（分別拡大対象物） 

プラスチック資源 


